
京都市宝が池公園運動施設条例の一部を改正する条例（令和４年３月３０日京都市条例第 

   号）（文化市民局市民スポーツ振興室及び子ども若者はぐくみ局子ども若者未来部育

成推進課） 

京都市宝が池公園運動施設の利用料金及び使用料の適正化を図るため，また，その他

規定を整備するために，次のとおり京都市宝が池公園運動施設条例を改正することとし

ました。 

１ 体育館における利用料金の上限額について改定します。併せて，稼働率や収益向上

のほか，利用者サービス向上の取組として，以下のとおり定めます。 

⑴ トレーニングルームの部分利用について，１箇月単位の定期利用ができるよう，

利用料金の上限額を定めます。 

⑵ 談話室の利用ができることとするとともに，利用料金の上限額を定めます。 

２ 構内地における利用料金の上限額について改定します。 

３ 利用時間の区分を超えて球技場又は体育館を利用する場合の利用料金の上限額に

ついて，時間帯ごとの料金の区分を廃止し，一律の上限額を定めます。 

４ こども体育館に係る使用料について，本市内における同種・同等の施設である地域

体育館に準じた料金設定とするため，当該施設の利用料金の改定に合わせて，使用料

を改定します。 

なお，本条例第１３条第２項の規定に基づき，同条例第１１条第１号から第４号ま

でに該当するもの（子ども団体）については，引き続き，使用料を徴収しません。 

５ その他 

  ⑴ 本体育館トレーニングルームについては，利用料金の減免規定に基づき，身体障

害者手帳等の交付を受けている者等の利用料金を免除していますが，ほかにトレー

ニングルームが設置されている京都市地域体育館条例等との整合性を図るため，本

条例に同様の規定を整備します。 

⑵ 入場料を徴収する場合等における利用料金の上限額について，規定を整備します。 

この条例は，５⑴については，公布の日から施行し，その他については，令和５年４

月１日から施行することとしました。 
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 京都市宝が池公園運動施設条例の一部を改正する条例を公布する。 

  令和４年３月３０日 

京都市長  門 川 大 作   

京都市条例第   号 

   京都市宝が池公園運動施設条例の一部を改正する条例 

 京都市宝が池公園運動施設条例の一部を次のように改正する。 

 第３条第１項中「トレーニングルーム」の右に「，談話室」を加える。 

 第６条第５項を同条第６項とし，同条第４項の次に次の１項を加える。 

５ 第１項の規定にかかわらず，次の各号のいずれかに該当する者については，トレーニ

ングルームの利用料金を徴収しない。 

⑴ 身体障害者福祉法第１５条第４項の規定により身体障害者手帳の交付を受けてい

る者 

⑵ 精神保健及び精神障害者福祉に関する法律第４５条第２項の規定により精神障害

者保健福祉手帳の交付を受けている者 

⑶ 厚生労働大臣の定めるところにより療育手帳の交付を受けている者 

⑷ 原子爆弾被爆者に対する援護に関する法律第２条第３項の規定により被爆者健康

手帳の交付を受けている者 

⑸ 戦傷病者特別援護法第４条第１項又は第２項の規定により戦傷病者手帳の交付を

受けている者 

⑹ 前各号に掲げる者（以下「身体障害者等」という。）の介護者（指定管理者が身体

障害者等の障害又は傷病の程度に照らして必要があると認める場合を除き，身体障害

者等１人につき１人に限る。） 

             「    

 テニスコート 

午前８時から午後９時まで 

 

 フットサルコート  

 別表第１備考以外の部分中 体育館  を 

 トレーニングルーム  

 会議室  

   」 
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 別表第２備考以外の部分中 

「 

  半面利用（１時間に

つき） 

      
１，４１０ １，２４０ 

 に 

 

トレーニング

ルーム 

１人１回につ

き 
４６０ 

 １人１月につ

き 
４，６００ 

 談話室（1時間につき） １，０２０ 
   」 

改め，同表備考５中「に掲げる」を「の規定により計算した」に改め，同備考６中「に掲

げる額」を「の規定により計算した額（５の規定の適用がある場合にあっては，その適用

後の額）」に改め，同備考７中「に掲げる額」を「の規定により計算した額（５又は６の規

定の適用がある場合にあっては，その適用後の額）」に改め，同備考１０中「１，８８０円」

を「２，８２０円」に，「１，５６０円」を「２，３５０円」に改める。 

 別表第３備考以外の部分を次のように改める。 

区          分 
利 用 料 金 （ １ 時 間 に つ き ） 

ア イ 

 
アマチュア

スポーツ 

入場料を徴収

しない場合 

円 

１２，５７０  

円 

８，４８０  

球

技

場 

入場料を徴収

する場合 
１４，６６０  １２，５７０  

 
入場料を徴収

しない場合 
３４，５７０  ２６，１９０  

     

「    

 

テニスコート，フッ

トサルコート，体育

館，トレーニングル

ーム，談話室及び会

議室 

午前８時から午後９時まで に改める。 

   」 

「          

 

 半面利用（１時間に

つき） 

      
９４０  ８３０ 

 を トレーニングルーム（１人１

回につき） ３１０ 

  」 



 そ の 他    
 入場料を徴収

する場合 
４５，０４０  ３４，５７０  

体

育

館 

ア マ チ ュ ア ス ポ ー ツ ６，３８０  ４，８３０  

そ の 他 ６３，４１０  ４８，９７０  

 別表第３備考中１を削り，２を１とし，３を２とし，４を３とする。 

別表第４売店，食堂又はこれらに類する施設を設置して行う営業の項中「１，０４０」

を「１，５６０」に改め，同表立ち売り又は行商の項中「２，３００」を「３，４５０」

に改める。 

 別表第６日曜日等の項中「１，５７０」を「２，８２０」に改め，同表その他の日の項

中「１，２６０」を「２，３５０」に改める。 

   附 則 

（施行期日） 

１ この条例は，令和５年４月１日から施行する。ただし，第６条の改正規定及び次項の

規定は，公布の日から施行する。 

（準備行為） 

２ この条例による改正後の京都市宝が池公園運動施設条例（以下「改正後の条例」とい

う。）の規定による京都市宝が池公園運動施設の利用に係る料金の承認の申請その他地

方自治法第２４４条の２第３項に規定する指定管理者に当該料金を収受させるために

必要な準備行為及び改正後の条例の規定による使用料の徴収その他これを徴収するた

めに必要な準備行為は，この条例の施行前においても行うことができる。 

（適用区分） 

３ 改正後の条例の規定は，この条例の施行の日以後の利用に係る料金及び使用に係る使

用料について適用し，同日前の利用に係る料金及び使用に係る使用料については，なお

従前の例による。 

（文化市民局市民スポーツ振興室及び子ども若者はぐくみ局子ども若者未来部育成推進課） 


